
令和5年(2023年)4月1日 明 る い ニ ュ ー ス  第766号（2）
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）１部50円

善
行
表
彰
を
受
賞
し
て

宮
城
県
仙
台
市小

野
　
精
華

こ
の
度
は
、
令
和
四
年
度

秋
季
善
行
表
彰
を
い
た
だ

秋
季
表
彰

き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
、
ア
ロ
ー
萌
木
と
い

う
女
性
の
依
存
症
回
復
支

援
施
設
で
、
依
存
症
か
ら
の

回
復
を
目
指
す
女
性
の
支

援
を
し
て
お
り
ま
す
。
依
存

症
に
至
る
背
景
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
幼
少
期
か
ら

の
育
ち
方
が
影
響
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
共

通
点
が
あ
り
ま
す
。
ご
本
人

の
性
格
に
問
題
が
あ
る
た

め
に
依
存
症
に
な
る
の
で

は
な
く
、
幼
少
期
か
ら
抱
え

続
け
た
生
き
辛
さ
を
紛
ら

わ
す
た
め
の
自
己
治
療
と

し
て
依
存
を
使
わ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
と
い
う
依
存

の
か
ら
く
り
を
お
伝
え
し
、

依
存
を
使
わ
な
く
て
も
楽

に
生
き
る
た
め
に
ど
う
し

て
い
け
ば
い
い
の
か
を
考

　
一
般
社
団
法
人 

日
本

善
行
会
で
は
、
善
行
の

表
彰
並
び
に
善
行
精
神

の
普
及
と
実
践
を
通
じ

明
る
く
住
み
よ
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
活
動
を
ご

支
援
い
た
だ
く
た
め
に
、

広
く
会
員
を
お
さ
そ
い

下
さ
い
。

会
員
の
種
類

①
普
通
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
五
千
円

　
法
人
　
年
額
　
一
万
円

②
特
別
会
員
（
正
会
員
）

　
個
人
　
年
額
　
一
万
円

　
法
人
　
年
額
　
三
万
円

③
賛
助
会
員

　
個
人
　
年
額
　
千
円
以
上

※
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
年
間

　
購
読
料
五
百
円
含
む

入
会
の
お
さ
そ
い

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

福
島
県
支
部

金
山
　
充
子

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　
岩
手
県
支
部

令
和
四
年
度

秋
季
善
行
表
彰
伝
達
式

の
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
者
が
減
少
傾

向
に
な
っ
た
令
和
五
年
二

月
二
五
日
、
岩
手
県
の
沿
岸

地
域
に
所
在
す
る
大
槌
町

公
民
館
・
吉
里
吉
里
分
館
に

お
き
ま
し
て
、
令
和
四
年
度

秋
季
善
行
表
彰
者
伝
達
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

伝
達
式
に
は
、
受
賞
者
一

団
体
（
五
名
）
個
人
二
名
の

方
と
支
部
よ
り
役
員
五
名

が
参
加
し
、
十
二
名
ご
出
席

の
も
と
、
岩
間
支
部
長
よ

り
、
受
章
者
皆
さ
ん
の
善
行

活
動
を
称
賛
し
ま
し
て
、
お

祝
い
の
挨
拶
が
あ
り
、
受
賞

者
「
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
（
団

体
）」
代
表
者
様
と
個
人
二

名
様
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

芳
賀
事
務
局
長
よ
り
勝
野

堅
介
日
本
善
行
会
会
長
の

祝
電
が
ご
披
露
さ
れ
受
賞

者
の
皆
様
が
、
本
日
の｢
受

賞
を
契
機
に
今
後
も
健
康

に
留
意
し
、
よ
り
一
層
の
善

行
活
動
に
精
進
し
て
参
り

ま
す｣

と
受
賞
の
喜
び
と
共

に
謝
辞
と
力
強
い
決
意
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
終
了
後
、
東
谷
副

支
部
長
の
発
声
で
祝
杯
を

し
、
祝
賀
懇
親
会
が
開
始
さ

れ
、
参
加
者
全
員
が
和
や
か

に
語
り
合
い
懇
親
を
深
め
、

｢

善
行
の
意
義｣

を
確
認
し

合
い
、
そ
の
輪
を
益
々
広
げ

て
行
こ
う
と
気
持
ち
を
一

つ
に
相
互
の
親
睦
も
深
め

ら
れ
ま
し
た
。
臼
澤
幸
子
監

事
の
閉
会
の
言
葉
で
伝
達

式
並
び
に
祝
賀
懇
親
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

令
和
四
年
度

秋
季
善
行
章
を
受
賞
し
て

岩
手
県
釜
石
市千

葉
　
勝
美

こ
の
度
は
、
令
和
四
年
度

秋
季
善
行
表
彰
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。私

は
平
成
四
年
、
岩
手
県

高
齢
者
大
学
釜
石
校
の
文

秋
季
表
彰

化
部
で
人
情
劇
を
学
び
、
卒

業
と
同
時
に
人
形
劇
団
を

結
成
し
、
地
元
に
伝
わ
る

民
話
を
題
材
に
し
た
脚
本

の
作
成
、
人
形
製
作
、
大
・

小
道
具
、
音
声
舞
台
設
営
ま

で
、
全
て
団
員
の
手
作
り
で

製
作
し
て
、
保
育
園
や
幼
稚

園
及
び
老
人
介
護
施
設
で

上
演
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
か

ら
は
保
健
行
政
と
協
働
で
、

近
年
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
認
知
症
対
策

を
テ
ー
マ
に
し
た
脚
本
を

製
作
し
て
、
地
域
の
公
民
館

等
で
公
演
を
行
い
、
皆
さ
ん

か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
に
一
時

中
断
し
て
い
た
公
演
も
、
よ

う
や
く
今
年
二
月
中
旬
よ

私
が
住
ん
で
い
る
郡
山
市

は
、
広
い
福
島
県
の
ほ
ぼ
中

心
に
位
置
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
会
津
、
い
わ
き
相
馬
、

白
河
、
ど
の
方
面
に
行
く
に

も
、
と
て
も
便
利
で
す
。
そ

の
利
便
性
と
、
会
員
の
健
康

増
進
の
た
め
わ
が
支
部
は
設

立
（
平
成
七
年
）
七
年
目
頃

か
ら
ゴ
ミ
拾
い
を
兼
ね
て
、

清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
基
本
、
春
と

秋
の
二
回
程
度
で
す
が
今
ま

で
行
っ
た
所
を
列
記
し
て
み

ま
す
。
福
島
市
の
「
一
切
経

山
、
鎌
沼
」、
山
形
県
「
山

寺
」、
天
栄
村｢

レ
ジ
ー
ナ
の

森
、
羽
鳥
湖｣

、
矢
祭
町
「
滝

川
渓
谷
」、
昭
和
村
「
駒
止

湿
原
」、
桧
枝
岐
村
「
尾
瀬
」、

那
須
町
「
那
須
岳
」、
北
塩
原

村
「
雄
回
沼
」、｢

裏
磐
梯
高

原
五
色
沼｣

、
郡
山
市
「
安

積
山
」、
田
村
市
「
高
柴
山
」、

葛
尾
村
「
高
塚
山
〜
田
村
市
」

「
大
滝
根
山
」
柳
津
町
「
早
坂

峠
、
久
保
田
三
十
三
観
音
」、

伊
達
市
「
霊
山
」、
猪
苗
代
町

「
不
動
滝
、
中
ノ
沢
温
泉
」
西

郷
村「
新
甲
子
遊
歩
道
」等
々
。

同
じ
場
所
に
二
度
行
っ
た
所

も
四
ヶ
所
程
あ
り
ま
す
。
ハ

イ
キ
ン
グ
の
帰
り
は
地
元
の

温
泉
で
汗
を
流
し
て
、
交
流

を
深
め
て
岐
路
に
つ
き
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
会

員
の
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
禍
の

せ
い
で
、
こ
の
ハ
イ
キ
ン
グ

も
少
し
ご
無
沙
汰
で
す
。
そ

こ
で
昨
年
の
十
一
月
か
ら
、

郡
山
市
で
実
施
し
て
い
る「
ア

イ
ラ
ブ
ロ
ー
ド
」
と
い
う
事

業
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
自
分
達
の
住
む
市
道

の
清
掃
や
除
草
を
し
て
、
わ

が
町
の
愛
着
心
を
深
め
、
道

路
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
を

図
る
と
い
う
主
旨
に
賛
同
し

て
皆
で
決
め
ま
し
た
。
今
年

に
入
っ
て
早
速
、
一
月
の

二
十
九
日
の
日
曜
日
に
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
で
三
回
目

に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
回

を
重
ね
る
と
、
そ
こ
に
「
ア

イ
ラ
ブ
ロ
ー
ド
（
一
社
）
日

本
善
行
会
福
島
県
支
部
」
の

表
示
看
板
が
設
置
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
郷
土
愛
の
強
い

人
が
多
い
こ
と
が
、
郡
山
市

民
ひ
い
て
は
善
行
会
福
島
県

支
部
会
員
の
自
慢
で
き
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

り
再
開
し
、
今
後
は
今
回
の

受
賞
を
契
機
に
社
会
貢
献

活
動
の
一
層
の
努
力
を
続

け
て
行
く
所
存
で
す
。

結
び
に
日
本
善
行
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
お
礼
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

え
る
ご
本
人
に
寄
り
添
い

見
守
り
続
け
る
こ
と
が
、
萌

木
の
重
要
な
役
割
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
表
彰
は
、
今
後
も

活
動
し
て
い
く
上
で
大
き

な
励
み
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
今
困
っ
て
い
る
依

存
症
の
方
達
が
少
し
で
も

楽
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
な

お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
、

微
力
な
が
ら
も
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。


